
[瑞龍寺]探訪レポート

　　高岡駅から10分、ここを右手に進むと瑞龍寺に突き当たる



　　　　　　正面遠方が瑞龍寺



　　正面は総門



　　　　　　高岡山瑞龍寺とある



　　　　総門の向こうは山門/右手に見える屋根は大庫裏



　　　瑞龍寺は加賀藩二代藩主前田利長公の菩提を弔うため三代藩主利常公によって建立されたという



建物は江戸初期の禅宗寺院建築である



国宝：山門、仏殿、法堂/重要文化財：禅堂、大庫裏、大茶堂、回廊



　　　　総門







　　正面に山門、右手の屋根は大庫裏、左手の屋根は禅堂



　　　　　総門/重要文化財/正保年間（1645年～1648年）の建立/薬医門形式

薬医門 （やくいもん） - 鏡柱から控え柱までを取り込む屋根を持つ。本来は公家や武家屋敷の正門などに用いられたが、扉をなくして医家の
門として用いられたのでこの名前がある。（ウィキペディアより）







　　正面は山門、右手の屋根は大庫裏、左手の屋根は禅堂



　　　　山門



　　回廊越しに大庫裏の屋根が見える



　　右手下に「浴室跡」の説明板がある



　　「浴室跡」





振り返った反対側には「東司跡」がある





山門/国宝/文政三年（1820年）の再建

















　　　　　　正面に仏殿が見える



　　金剛力士像











　　正面は仏殿





回廊内





　　　　　回廊内側から山門を見る



大庫裏/左手は鐘楼、その左が大茶堂



　　大庫裏/重要文化財



　　　　禅堂



　　　禅堂/重要文化財



　　　　仏殿/右手に鐘楼（手前）、大茶堂（後方）が見える



　　　　仏殿/国宝/万治二年（1659年）に建立/総欅造り



　　　大庫裏



　　　　禅堂



　　　　回廊内側から山門を見る



　　　大庫裏



　　　　禅堂



　　仏殿左側面







　　仏殿正面





　　仏殿右側面

















　　仏殿内部















　　　　鐘楼



　　　大茶堂



　　　　法堂



　法堂/国宝/明暦年間（1655年～1657年）に建立/総桧造り





　　　法堂内部





　　回廊内部



　　　　　　法堂から仏殿を見る



　　　屋根は重さ47屯分の鉛板をもって葺かれているという



　　　　　　鐘楼と大庫裏（右手）



　　　　仏殿





　　　　禅堂





　　　　石廟/富山県指定文化財







　　　　右手が前田利長公、左手は前田利家公の石廟



　　　前田利長公の石廟（分骨廟）



　　　　　宝篋印塔が納まっている



　　右手から前田利家公、織田信長公、同室正覚院、織田信忠公の石廟（分骨廟）



　　法堂側面



　　　　茶室



　　銅板葺き替え以前の法堂の鬼瓦



前田年長公墓所
　　　　さて、近くに前田利長公の墓所があるという



　　　　　元来た道を戻って進む





　　　　　八丁道と呼ばれる菩提寺と墓所を結ぶ参道











　　　　　前田利長公墓所とある









　　　　いよいよ正面が前田利長墓所内区



　　　　　石燈籠もこんなに大きい



　子供の背丈と比べてほしい







御廟である墳墓



　石塔上までは約12メートルあるという





　振り返って見る



内区を囲む内堀









　　　裏から見た墓所/ほぼ古墳状態
hobo



　　　　　　内堀が一周している



　　　　　この建物は付近にあった高岡市立下関小学校



　　デザインにも城下町の雰囲気を壊さない配慮がみてとれる
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※ 瑞龍寺は加賀藩お抱えの名匠・山上善右衛門嘉広が建築したのであるが、善右衛門あｈ他にも多くの建築を手掛けており、加州那谷寺の諸堂も

建築しているという。
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